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 この４月から神奈川学習センター
の所長を拝命いたしました。21世紀
最初の年度に、所長として皆さんとと

もに学べるのは、とてもすばらしいこ

とだと思います。 
私は、前所長の新飯田宏教授と同

じく、横浜国立大学経済学部で三十年

あまり教鞭をとってきました。専門

は、労働経済学・社会政策（年金など

社会保障を含む）ですが、放送大学で

は「産業と技術」専攻に属して、「産

業と労使の関係」（テレビ、今学期は

土曜日午後１時15分から）を担当し、
大学院では政策経営プログラムの「経

営政策II・ヒューマン・リソース・マ
ネジメント」（14年度からラジオ放送
予定）を担当しています。  
私は小学校、中学・高校から横浜育

ちで、「浜つ子」を自認しています。

郷土の出身である美空ひばり、吉川英

治、獅子文六などを愛好しています。テ

ニスとゴルフとカラオケが大好きで、

健康維持に努めています。どれもそう

上手くはありませんが、まあまあ人に

迷惑をかけずに楽しめる程度です。  
放送大学は、生涯学習のためのもっ

とも重要な機関で、社会人の自己啓発・

能力開発にとって、不可欠の教育機関

となってきました。これからその役割

はいっそう重要になるものと思いま

す。とくに、学習センターで行われる面

接授業や卒業研究指導は、普段テレビ

やラジオでしか接することのできない

教員とじかに議論することのできる貴

重な機会ですから、ぜひ積極的に参加

していただきたいと思います。仲間の

学生たちと一緒になれるのも大事なこ

とと思います。  
私が昭和26年に横浜国立大学に入
学した時に、宮崎義一先生（３年前に亡

策担当者との討論など、厳しい日程

での充実した1年といえるでしょう
か。 
 最後の 2年間は神奈川学習セン
ター所長として、直接学生に接する

機会が増えました。これは放送大学

の学生を知る上でも、また放送大学

の役割を理解する上でも大いに役

立ったように思います。たまたま、

センターが横浜国立大学の旧工学

部の敷地にあり、弘明寺界隈の桜並

木の美しさなど、私には大変懐かし

い風景でもあります。学習センター

が生涯学習の拠点として、学生諸君

の多様な学習意欲に答えられるよ

うにセンター所属の助教授の諸君

や事務官達と努力して来ました。  
 「老兵は死なず、ただ消え行くの

み」という心境にはまだ程遠いよう

です。実際、卒業研究や面接授業で、

もうしばらく学生諸君の研究のお

手伝いをさせていただくことに

なっています。この5年間、研究・教
育の面で新しい日々を経験できま

した。色々とありがとうございまし

た。 

学のintermediate（中級）クラスの講義
を作ってくれ」という要請をお引受け

したのに始まります。私は客員教授（当

時横浜国立大学教授）として、学生の顔

の見えない講義を初めて経験し、大い

に戸惑いました（この感覚は現在作成

中の「現代経済学」でも少しも変わりま

せん）。TVというメディアの特徴に精
通していれば、もう少し工夫できたの

かもという想いが強くなったのは、放

送大学の専任教授になってからのこと

です。やや、Intermediateという言葉に
こだわり過ぎたのかも知れません。  
 最も印象的なのは、放送大学最初の

主題科目「地球環境を考える」の制作で

す。道家・阿部・浜田の3先生と共に、
2人のディレクターらを混じえた度重
なる会議で、何回も作成プランを練り

直したおかげで、否応無しに、他分野の

専門家の意見を知り、分析視点の相違

を確認できたことが、私には大きな収

穫でした。よく勉強したという快い思

い出もあります。マナウスから入った

アマゾン河の熱帯雨林、コスタリカの

熱帯雨林と生物多様性研究所、専門家

とのinterview、環境税をめぐるEU政

    放送大学に赴任してから早くも5年
が経過することになり、2度目の定年
を迎えることになりました。「就任の

あいさつ」を書いてからもう5年？と
いうのが実感です。この間、私の専門

とする経済学以外の他分野の同僚諸

君からも暖かいご厚情を戴いたこと

に、深い感謝の意を表したいと思いま

す。また、いろいろの面でご協力頂い

た事務官の方々にも、心からお礼を申

し上げたいと思います。 
 さて、私がこれまでに放送大学で作

成した講義は、「現代の経済学」（’96）
と「地球環境を考える」（ ’99）という
2本のTV用講義と、「経済学入門」
（’00）というラジオ用講義です。現在
は、「現代の経済学」を改訂した「現

代経済学」（’01）の最後のビデオ撮り
が丁度終わるところです。それぞれに

思い出があります。  
 とくに、「現代の経済学」は私のTV
講義の処女作で緊張の連続でした。放

送大学に着任するほぼ1年前、当時副
学長の嘉治元郎先生から、「近代経済

くなりましたが、名著『複合不況』

中公新書を書かれた）が「大学とい

うのは、字のとおり、一人で学ぶと

ころです」と言われて、なるほどそ

ういうものか、と思った記憶がいま

でも鮮明に残っています。もちろん

教師は、学生の学習が効率的にでき

るように手助けし、学生諸君の能力

を引き出す責任がありますが、本当

の学問というものは、所詮、自分で

考え、苦労してはじめて身につくも

のだと思います。放送大学の場合に

は、とくにそうだと思います。その

ためには、放送教材や印刷教材に出

てくることを覚えたり理解するだ

けでなく、参考文献に挙げられてい

る論文や著作をも、ぜひ貪欲に読ん

でいただきたいと思います。読書こ

そ思考の始まりだからです。  
  

新任のご挨拶                           神代 和俊 

新しい経験－5年間の感謝をこめて       新飯田 宏 
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 この度、３月末をもちまして１２年

間勤務した放送大学を去り、４月から

は日本女子大学文学部英文学科で教鞭

をとることになりました。  
 思えば１２年前、アメリカ留学から

帰国したばかりの私は、通信制の大学

という新しいタイプの大学で、おまけ

にカルチャーショックも手伝って、何

をどうしてよいやらわからない迷い子

のようでした。当時の神奈川学習セン

ターは、所長の他に坂井素思先生と私

の二人だけという異例の状態でした。

そんな中、先輩である坂井先生に教え

ていただきながらセンターの業務を覚

えていったものです。  
 英語の教員としての初仕事は現在の

『英語Ｉ('96)』の前身である『英語Ｉ』
の作成でした。同僚の平賀正子先生が

その年の７月からアメリカに短期留学

されることが決定していたので、私が

着任した４月からすぐ制作に入り、

６月までに印刷教材の執筆とラジオ

収録を完成させなければなりません

でした。何とか無事、平賀先生をお送

りし、後は、新人の私と比嘉先生とで

印刷教材完成までの校正作業を進め

ました。物を書くことの大変さを

知った今から思うと何という無謀な

行為だったかと恐ろしささえ感じま

す。そして、そんな状態だった私がこ

の１年間、放送大学のたった一人の

英語の専任教員になってしまったこ

とに深い感慨を覚えずにいられませ

ん。 
 着任直後からの私の任務で大きな

位置を占めたのが面接授業でした。

当然ながら、神奈川学習センターで

は、多くの面接授業を担当しました。

常に、熱心な学生の皆さんに刺激を

受け、今も楽しい授業の思い出ばか

になったりして二人の足を導いてい

く。この春、二人が放大の入学式に初

めて訪れた時、桜が丁度満開で祝って

くれたのだった。思い出の道でもあ

る。大きな枝が道いっぱいに張り出

し、川面にも精一杯枝を広げ垂れてい

た。隙間もなく花びっしりの桜樹は見

渡す限り、空間を埋めつくし、花見客

の人々に混ざって歩いたあの日、春爛

漫を満喫していた事を想い出してい

た。屋台店も宴席も、横目で流し、半

ば浮かれていたかもしれない。今は静

かで彼方の商店街で客を呼ぶ声だけ

が聞こえてくる。 
 水辺に降りる階段を目印に、近くの

路次を左に折れる。何本かの筋を横切

る時に、多くの買物客とすれ違い、混

雑を通り抜けると国道十六号線、鎌倉

街道の車ラッシュである。渡って向こ

う側が神奈川学習センター通りとな

る。又、入学時の風景を思い出す。  
 留学生会館の前栽に、フェンスに

沿って桜樹が、地域の人々と学習セン

ターの我々も含めて一時期に目を楽

 大岡川の右岸をゆっくり進む二人

づれ、後方から不意に飛び降りてきた

野鳥が浅瀬にたった。一羽のセキレイ

が「ピクッ」と尾を振り敏捷に向きを

変え頭を突っ込む。可愛らしさに二人

の目は奪われていた。少し離れて鯉が

三尾、四尾、小さな波紋を描きながら

悠然と居座っている。移動範囲ももの

辺りにきめているようだ。向こう岸の

欄干に凭れ掛かるお爺さんが、パン屑

を蒔いている。二人は、黙ってその様

子を見ながら前進、風が追うように枯

葉一片を足元に、そして水辺にも一片

二片舞い落ちる。茫日が水面に光る。

弘明寺商店街の方に向かう二人の他

には､通行人がこの道には見当たらな

い。先刻、自転車で追い越した御老人

だけである。  
 きれいなカラーブロックを敷き詰

めた散策路に、等間隔で植えこまれた

桜並木が、冬を越して春の訪れで芽吹

くようになると、又大勢の人を呼ぶこ

とになる。土提の散策路が、川沿いに

「くの字」になったり「返しくの字」

りが心に残っています。その中か

ら、英語のサークルができ、長い間

お互いに交流が持てたことは、放送

大学での私の宝になっています。  
 私にとって、神奈川学習センター

は常に心休まる大切な場所でした。

放送大学、そして神奈川学習セン

ターを去ることは私にとって本当

に寂しいことですが、この１２年間

に得た貴重な経験を今後の私の心

の糧として、更に精進して参りたい

と思います。そして、今後の神奈川

学習センターの更なるご発展をお

祈りすると同時に、皆さんへ心より

感謝申し上げたいと存じます。１２

年間本当にありがとうございまし

た。 

退任にあたって－神奈川学習センターでの12年間  藤井 洋子 

しませてくれる通りである。入学式

と桜、勉強と満開、夢と希望の膨ら

む時節である。厳しい寒冷を乗り超

えて待っていてくれる春が必ずく

る。入学して早八ヶ月、来年末には

単位認定がある。見事な桜樹を見上

げていた二人も、今は試練に立ち向

かう意気に燃え、日々重ねてきた学

習と復習の成果をチェックするば

かりである。センターまで続く里桜

も山桜も、資料によれば七十数種

類、内この通りで覚えた品種が僅か

五種、「普賢象」「松月」「関山」

「一葉」それに「大島桜」の名木が

並んでいる。これをきっかけに彼女

は、後日譚として図書館で植物、花

鳥の資料を調べる習慣がついたの

である。枯葉舞う桜樹を脇目に、二

人は、すうっと神奈川学習センター

の門に吸いこまれるように消えて

行った。 
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 放送大学の卒業研究履修は、放送大

学に通う学生にとって最も苦しく、そ

してもっとも価値のあるイベントで

はないかと思います。しかし、この卒

業研究に関しての情報は、放送大学が

通信制の大学であるという構造上な

かなかつかめにくく、不安感のなか卒

業研究を行っているという側面があ

ります。わたしもつい先日まで卒業研

究を履修していました。そして、先に

あげた不安感や焦燥感をうち勝ち研

究を進めるには同じように卒業研究

をうち込んでいる人たちと情報交換

や交友なしでは難しいのではないの

か、少なくとも今の自分をより高みを

目指すのであれば、自分一人では限界

があるのではないのかと思えてきま

した。そこでインターネット上に『放

送大学卒業研究情報交換のボード』と

いう掲示板を立ち上げ、そこの掲示板

を軸にして様々の人たちと情報交換、

学生の交流をおこなってきました。こ

の『私の卒業研究の足跡』は、そんな

仲間たちの卒業研究の感想をいただ

いたものです。 

********************************* 

氏名（もしくはハンドル名）：森本 奨

（モーリン） 

所属センター：千葉学習センター 専

攻：人間の探究  

履修年度：平成１２年度 指導教官：

青山昌文助教授 

研究テーマ：『シュルレアリスムにお

ける「オートマティスム」について』 

********************************* 

――卒業研究履修を終えた感想はど

うですか？ 

 ひとこと疲れました。想定していた

ものより、厳しかったですね。 

 いくつかのアクシデントも重なっ

て卒業研究報告書はちょっと尻切れ

トンボになってしまったのが惜しい

です。しかし、一方で今回取りあげた

「テーマ」は、僕自身が感じていたこ

とと思ったほどかけ離れたものでな

かったのがわかっただけでも自分と

して良かったのかもしれないと感じ

ています。 

していると感じるだけでも、なんと

かやる気を維持できます。また、彼

らと情報交換や勉強会をおこなう

ことは、自分にとっていろんな意味

でプラスになります。 

 最後に、放送大学生の方々はほと

んどパートタイマーであり、卒業研

究に向かい合える時間は非常に限

られています。そのため、最初のゼ

ミまでに、１）文献リストの作成、

２）取り組むテーマの概要の作成、

３）アウトラインの構築などをおこ

なっていると、ゼミの指導を受けや

すいし、また、ご自身の卒業研究を

おこなう上でも取り組みやすいと

思います。 

――どうもありがとうございまし

た。 

******************************* 

ハンドル名：ひめ 

所属センター：東京第二学習セン

ター 専攻：社会と経済 

履修年度：平成１２年度 指導教

官：岩永雅也教授 

研究テーマ：『先生の通信簿 面接

授業編』 

******************************* 

――卒業研究履修を終えた感想を

お聞かせください。 

 もっと早くからちゃんと計画を

立ててやっていればよかったと思

う。教授となかなか意見が合わず、

テーマと研究方法が最終的に決定

したのが既に６月だった。それから

「手探りでとにかくやってみた」と

いう感じだったので、最後の１ヶ月

は「何としてでも提出できるところ

までは終わらせなければ！」という

情けない目標のために、徹夜まです

るハメになった。（仕事と両立のた

め） 

――卒業研究の履修で苦労したこ

とがありましたらお聞かせくださ

い。 

 アンケート調査をするのに必要

なコスト（往復の切手代、封筒代、

コピー代など）の他に自宅に電話回

線もパソコンもなかったため、コン

ビニのファックス代やインター

 

――卒業研究履修中で苦労したこと

がありましたらお聞かせください。 

 苦労したことは、まず使用する文

献資料の探索と整理でした。イン

ターネットを介して文献資料の探索

はある程度データ化できたのです

が、その整理がちょっと大変でした。

ちなみに一覧表化できたのは７月

頃。 

 つぎに、８～９月といろんなアク

シデントが重なってほとんど論文制

作ができなかったのは、非常にいた

かった。この時期、使用していたＰＣ

が壊れデータ整理も論文制作もほと

んどできない状況に追い込まれまし

た。幸いデータが無事だったのが救

いです。また、イレギュラーな仕事が

どういうわけか突然入ってきて、論

文制作に当てていた時間がつぶれて

しまったのも苦しかったですね。こ

の時期できたことと言えば、ひたす

ら文献を読むことだけでしたが、そ

れも前述した理由で思うに任せない

状態でした。 

――卒業研究を履修して良かったと

感じたことはありますか。 

 まず、少々苦しくても自分が頑張

ればなんとか結果は残せるっていう

ことは、これから先、自分自身が様々

研究等をおこなっていく上で、大き

な自身でになりました。つぎに、僕自

身、インターネット上での卒業研究

に関するＷｅｂページや掲示板を主

催したことで様々人たちと意見・交

流を行えたことはまた別に意味で良

かったです。もし彼らがいなければ、

卒業研究を最後まで続けることがで

きたかどうか非常に怪しいですね。 

――これから卒業研究をおこなう方

たちにひとこと。 

 卒業研究を無事に終えるために一

番大事なことは、やる気、いわゆるモ

チベーションを最後まで持続させる

ことできるかどうかだと思います。

そのためには自分がやりたいテーマ

をちゃんと見据えておく必要がある

と思います。 

 つぎにおなじ卒業研究をおこなう

仲間を持つということです。別に専

攻や指導教官、そして学習センター

が違ってもかまいません。仲間がい

る、そして彼らも自分と同じく苦労
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 共同企画： 

 卒業研究の足跡 私の『卒業研究の足跡』 

私の『卒業研究の足跡』 (1) 

私の『卒業研究の足跡』 (2 ) 



 絶対無理と思っていてもやりたい

と思えばやり始める。そうすれば自然

と自分の中で力が沸いてくる。周りの

人も自分の熱意を感じて協力してく

れる。ということが実感できました。

強く思えばできるということをこの

歳まで体験してこなかったので、貴重

な体験でした。一生の財産になると思

います。 

教訓・・・「卒研は、やらなくて後悔

するより、やって後悔したほうがい

い」 

――卒業研究履修中で苦労したこと

がありましたらお聞かせください。 

 両親の介護をしながらの履修だっ

たので、上京することが一番大変でし

た。幸いゼミが全２回しかなく、負担

が少なかったので実現出来たと思い

ます。２回とも福岡－東京日帰りで、

家族や妹に協力してもらってこなし

ました。家を空けられなかったので、

福岡の学習センターにも行けず（今年

度一度も行っていない）、図書館もろ

くに行けなかったのが辛かったです。

インターネット、電話、手紙などを利

用して資料や図書を集めました。 

 履修が始まってすぐに母が他界し

精神的に大変落ち込みましたが、ネッ

トの友人に励まされてなんとか立ち

直りました。また、提出間際に父が危

篤状態になりもうこれまでと諦めか

けたのですが、教授や友人に励まされ

て提出だけはしようと思い直し、病院

の父のベットの脇で、終日、丸イスに

座ってひざの上で書き上げました。 

――卒業研究を履修して良かったと

感じたことはありますか。 

 自分で調べ自分で論文にまとめる

という能動的学習を学んで来なかっ

たので、本当の学習というものを知る

ことができました。また、教科書や放

送授業でしかお目にかかれないよう

な有名な教授に直接指導してもらい、

地方に住む平凡な主婦としては夢の

ような体験だったと思います。永野教

授は、いつも速達で資料や添削を送っ

てくださって、私も萎えがちなモチ

ベーションを維持することができま

した。 

 ネットを通じて多くの学友に助け

てもらい卒研をやったお陰で実際オ

フ会で会うことの出来た友人も多く、

 

ネットカフェ代などで散財した。自分

の思い描いていた具体的な設計図を

実現させるだけの時間とスキルが不

足していたため、実際に提出できるで

あろう予想完成図とのギャップで最

後まで苦しんだ。自業自得とは言え、

これが１番辛かった。 

――卒業研究を履修して良かったと

感じたことはありますか。 

 指導教官に恵まれたと思う。とても

協力してくださった。とにかく熱心で

フレンドリーかつ親切だった。 

 アンケート用紙を配布するため面

接授業に乱入したり、サークルの代表

の方に（面識のないまま）電話でお願

いしたり、ずいぶんご迷惑をおかけし

たのに配布を断る方が１人もいらっ

しゃらなかったことがとてもうれし

かった。自分で見ても粗末なアンケー

ト用紙であったにもかかわらず、賛否

両論取り混ぜて５０％近くの方が記

入して下さったときは感動した。 

――他になにかありましたらどうぞ。 

 最初にやろうとしていたこととか

なり角度が変わってしまった為にこ

んな苦労をしたのかもしれないが、で

も、やりたい事が皆様の協力で実現で

きたという意味では、深い感謝ととも

に自己満足できた。 

――これから卒業研究をおこなう方

にひとこと： 

 テーマが決まる前から論文の「How 

to」や、ワープロと表計算ソフトの使

い方などは勉強しておくべきです。

テーマが決まってからそんなことを

していると、私のような目にあいま

す。 

――どうもありがとうございました。 

********************************* 

ハンドル名：ゆきこママ 

所属センター：福岡学習センター 専

攻：発達と教育 

履修年度：平成１２年度 指導教官：

永野重史教授 

研究テーマ：『初等・中等教育におけ

るコンピュータ教育の可能性』 

********************************* 

――卒業研究履修を終えた感想はど

うですか？ 
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通信制大学の中において多くの友人

を作れたことが良かったです。また、

卒研履修している多くの仲間も仕事

や家庭の事情、健康上の問題などで大

変苦労して履修していたことを知り

自分だけじゃないと頑張る勇気を得

ました。 

 資料集めのノウハウや文章の書き

方、本の読み方、コンピュータスキル

など。自分の勉強すべき、勉強したい

ことを知るきっかけにもなりました。 

――他になにかありましたらどうぞ。 

 自分の出来る範囲で調査できる

テーマを選ぶというのも卒研の場合

重要だと思います。私の場合も、数校

の授業見学やインターネットを使っ

たアンケートなんかも考えてテーマ

を決めたのですが、結局小さくまとめ

ざるをえなくて、内容と題名が合って

ない事になってしまいました。最後に

題名を変えるべきだったと反省して

います。逆に言えば、自分の興味に

沿って資料をそろえるのではなく、手

に入る面白い資料を元にテーマを考

えるくらいしないと、１年くらいでは

論文としてまとめるのは難しいかも

しれません。 

――これから卒業研究をおこなう方

たちにひとこと。 

 大学の卒論くらいで大学教授を

あっと驚かせるほどの研究はできな

いです。 

 「開き直り」と「はったり」をモッ

トーにすると不思議と筆が進んだ気

がします。 

――どうもありがとうございました。 

 
*************************************

※今回の「共同企画:卒業研究の足跡」は、

森本奨氏主宰による下記の Web サイトの

記載をアレンジしていただいたものです。

掲載を許可してくださった参加者の方々

と森本氏のご協力に感謝いたします。 

 

『卒研の足跡』 

URL=http://www5a.biglobe.ne.jp/

~morin/sotuken.html 

『私の卒業研究の足跡』 

URL=http://www5a.biglobe.ne.jp/

~morin/ashi_x2.html 

『放送大学卒業研究情報交換のボード』 

URL=http://tcup70.tripod.co.jp/7024/

s_morin.html 

************************************* 

私の『卒業研究の足跡』 (3) 



「光合成とマンガン」と未来        若林 孝次  

明されていないのですが、このマン

ガンを一つのキー・ワードにして、研

究テーマの中心に据えたらよいと思

い付きました。  
 光合成を離れて、化学の視点から

酸化還元とマンガンの研究を考えれ

ば、扱いやすいテーマになりそうで

す。しかし、明反応とマンガンの関係

を研究するためには、マンガンとタ

ンパク質の機能の関係を研究しなけ

ればなりません。私の卒業研究の範

囲では、明反応におけるマンガンの

機能全般ではなく、多少なりとも何

らかの形で、マンガンとタンパク質

とが影響を及ぼす相互作用の実験を

模索できればよいと考えています。  
 私の未来の課題は、紫外線を吸収

する酸化チタンの光触媒の研究では

なく、可視光線を吸収するマンガン

化合物の光触媒の研究です。そうは

言っても、私の研究意欲は「淡きこと

水の如し」で、すぐに蒸発分解してな

くなってしまうかもしれません。 

ほとんど想像がつきませんでした。藤

平先生が実際に話された内容は「光合

成のしくみをまねる」というもので、

話の中心は電子伝達系のことでした。

電子の移動について実験し調べるた

めに、LB膜という人工の有機化合物
の膜を手探りで作る必要があるので

すが、その苦労のことも含めて話され

たので、「分子材料としてみた生体物

質」というむずかしい表題になってし

まったのだと思います。本論は「あっ

という間」のことでした。すなわち、

フェムト秒単位の電子の移動の話、エ

ネルギーの移動の話でした。平成12年
4月に開講された「光と物質」の第9章
と第10章を一般区民向けにやさしく
話をされたような内容でした。 
 ところで、私が関心を引いたのは、

その本論の電子伝達系の話ではなく、

序論に話されたマンガンの機能のこ

とでした。本当は、明反応におけるマ

ンガンの役割は、専門家の研究でも解

 私は前々から光合成（明反応）を

テーマにした研究をしてみたいと

思っていました。私は以前に「植物生

理学」を履修したことがありますが、

光合成に関するその印刷教材の記述

は、ページ数がぐっと増え内容も非常

に細かくなりますので、明反応をまと

もに卒業研究のテーマにするのはむ

ずかしいと思っていました。しかし、

その当時の私は明反応のどの部分に

的をしぼって研究すればよいのか、考

えがまだ漠然としていて輪郭もはっ

きりしていませんでした。  
 そのような状況の下で、たまたま東

京工業大学の藤平正道先生が東京都

大田区の一般区民を対象にした講義

で話されたことがありました。その講

義の表題は「分子材料としてみた生体

物質～有機物質はいまだ謎探し～」で

した。この表題は事前に予告されてい

ましたが、この表題を知っていても、

どのように具体的に話をされるのか、

学生生活 

 いま私は、学び終えた教科書を山に

して、忙しく、かつ楽しかった数年を

省みた。 
 面接授業32、放送授業94、ぎりぎり
の単位取得で、6年目にようやく卒業
出来た。科目数にして80科目、人間の
探求を中心に興味を引いたもの、知識

を深めたいものと実に様々、広範囲に

わたって勉強してきた。通信指導に悪

戦苦闘しながらも“朱”の入ったレ

ポートが返却されるとうれしくて何

度もコメントを読んだ。 
 思えば、子供の大学受験を期に、一

足早く始まった一介の主婦の学生生

活は、バブルがはじけ世の中が殺伐と

した中で子供達が荒れ、世界には紛争

が絶えず、愚かな歴史が繰り返され

て、人間って一体何なのという素朴な

疑問を抱いて始まった。 
 地球には、数多くの民が、それぞれ

の文化を持ち生活している。その有様

は多種多様で視点によって見方、考え

方が違ってくる。勉強は、歴史、文化、

芸術、教育と多方面にわたった。  
 文化人類学では、人種と民族の違い

を学び生活文化史では、身の回りの生

活に関係する行事、道具、習慣などの意

味を学び、教育心理学では、教育を繰り

返すことによって少しづつ進歩する事

が大事だと教わった。中でも「芸術の古

典と現代」の青山先生の講義は、盛り沢

山の内容を早口の笑顔で知る事の楽し

さをこめて話され、スーニオン岬の映

像の美しさと共に印象深いものであっ

たし、ドイツの国会議事堂であるライ

ヒスタークを芸術家のクリムトによっ

て梱包される課程は、建物ばかりでな

く、一人一人の心の奥深いものを包む

という芸術の本質の提示として興味深

かった。又、「大地と人間、食、農、環

境の未来」で、じつは失われ行く日本の

棚田が、地形が急峻で、川が短く、梅雨

と秋の台風時に雨が集中する日本に

とって大切なダムとなり得ると、富山

和子先生に教わり、目からウロコが落

ちる思いであった。木を植える文化を

持った日本は、スギを植えることに

よって渇水を防ぎ、土壌を養い、米をつ

くる棚田へ流し、飲み水にする。自然環

境保護を自己完結という最も理想的な

自然との付き合い方の土地利用し

ていた日本であると知った。  
 面接授業では、先生方の個性あふ

れる授業形態にふれることが出来

た。実習あり、スライドあり、レポー

トあり、資料の解析あり、実験あり

で理解力に乏しい私は恥じ入るば

かりであったが、皆出席で授業を楽

しんだ。 
 二俣川ガンセンターの岡島先生

の婦人のガン概説では、恐ろしいガ

ン細胞の組織が形成される様子や、

良性の新生物である筋腫が驚くほ

どの大きさになり、ゴミの固まりに

なっていくかをスライドで見せて

下さった。うとましく思っていた婦

人の子宮は、「想像する以上に美し

いのだよ」と言われた先生のお言葉

に感激し、自分の浅はかな無知を悔

いた。 
 逸脱の社会学の緑川先生には、身

近で起きている事件や情報に、社会

規範に合わず、逸脱ととらえられる

事柄があることを教わった。人は知

らぬ間に学習したり、コントロール

卒業して                吉野 美代子                
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   卒業研究  



川学習センター主催の日帰り研修旅行

「ペルー来航と音楽」では、笠原先生の

具体的な例をあげての講義が大変に楽

しく、横浜の当時の情景がありありと

想像でき、あたかも奏楽が聞こえて来

る歴史的体験を持ったような気がし

た。特にテーマも持たず、その時々興味

を持ったものを勉強した結果、様々の

事柄が納得出来て、人々の話も余裕を

持って聞けるようになった気がする。 
 いただいた“学位記”は、私の秘かな

宝物となった。体育単位の取得のため

に教わった社交ダンスは、いまも続け、

再履修でやっと単位のとれた英語は、

横文字の多くなった現代生活のなかで

役に立っている。学生生活を終え、主婦

にもどった私は、どんな人間をもいと

おしく感じられる。それぞれの立場で、

しなければいけないもの事を、責任を

持って行う事が大事なのではないかと

考えている。６年間、御指導いただいた

先生方、共に頑張った友達、そして支え

てくれた家族に感謝したいと思う。 

文化の建物である揚屋の角屋では勤

王の志士達が活躍した証しである柱

の刀傷等々、埼玉、大阪、京都の学生

もおられ、充実した旅であった。神奈

されたり、統制されたり、ラベリン

グしたりする。流動する社会にあっ

て私達は自己の価値観をもって行

動する事が大事なのだろう。  
 参加させていただいた研修旅行

は、どのプログラムも有意義で素晴

らしかった。火山地質学実習では、

天明3年、浅間山大噴火の土石なだ
れで埋没した嬬恋村や、鬼押し出し

の奇観、いまなおガスを吹き出す白

根山、清流の傍で熱い湯をたたえて

いる草津温泉の「賽の河原」の泉、

軽石から流れ出る軽井沢の滝の白

糸等を見学した。住居学実習の研修

旅行は京都で、夜に講義を受け、翌

日見学の二泊三日であった。銀閣寺

の「東求堂」での最古の書院、曼珠

院の茶室やしつらえ、弧蓬庵の忘筌

や舟窓、床の間、畳に座って庭園を

眺め、障子明かりの中で日本の美を

堪能した。比叡山を借景とした枯れ

山水の円通寺の庭、大徳寺真珠庵で

一休さんとの対面、江戸時代の町人
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 平成７年からアメリカ人講師Nancyよ

り英会話の指導を受けています。 

学校の勉強にも忙しい仲間ですので月2

回の例会ですが、日本人のウィークポイ

ントの一つであるリスニングの力も、少

しずつついてきたのでは、と思っていま

す。 

例会 第2水曜 10：00～11：30 

   第4水曜 10：00～11：30 

 

  "うえるかむ"は海外学生交流サークル

として各学習センター有志で平成7年に

発足、今迄にタイのスコタイ・タマチラー

トOpen University, 台湾の空中大学と

師範大学へ訪問、又オーストラリアでの

ホームステイも体験しています。今年4月

にはイギリスの Open Universityを訪問

します。 

  神奈川学習センターではNancy Class

で少し緊張した後、ＮＨＫテキスト英会

学生団体・サークルのお知らせと活動報告  

人間学研究会 

話入門をはじめニュースコラムを読んだ

りおしゃべりを楽しんでいます。 

例会 第2水曜 13：00～15：00   

   第4水曜 13：00～15：00 

  *各学習センター合同行事は、毎月1回程

度開催 

皆様のご参加をお待ちしています。    

連絡先 

 星  045-844-9647 

 坂本 0467-31-8036 （19時以降） 

【例会予定】（2001/04 ～ 2001/07） 

4/08(日) 第１６回総会 

5/12(土) 四重奏曲でたどる西洋音楽 

     バッハ～スティーブ・ライヒ 

     坂田さん 

6/16(土) 自我が確立する過程について 

     頼成さん 

7/08(日) 内容未定 

【例会】 

連絡先：松本清康 045-302-1121 

 

【歩きましょう予定】 

○ 4/14(土) ～ 4/15(日) 第４回甲州

街道を歩く 

 甲斐大和駅～甲府～韮崎、9:10AM に

ＪＲ甲斐大和駅集合 

○ 4/22(日) ～ 4/25(水) 第１６回お

くのほそ道を歩く 

 象潟～吹浦～酒田～由良～念珠ヶ関 

 9:00AM にＪＲ羽越線象潟駅集合 

○ 5/07(月) ～ 5/10(木) 第１７回お

くのほそ道を歩く 

 大石田～新庄～草薙温泉～手向～鶴

岡～酒田 

○上記以外に、ゴールデンウィーク中

（4/28 ～ 5/6）の日帰りハイキングを

予定しています。 

【歩きましょう】 

連絡先：大出鍋蔵 0468(41)7937 

 

Nancy Class & うぇるかむ  



 

神奈川学習ｾﾝﾀｰだより編集部 
発行者 : 神代和俊 

編集者: 五十嵐、遠藤、星、 
加藤、松本 、皆川、吉田、 
斎藤、浅野、坂井 

 

・イラストは、坂戸五葉さんに描いて

いただきました。今度、センターだ

より表紙絵のギャラリーをインター

ネットに開設しようと考えておりま

す。これまで印象に残っている坂戸

五葉作品について感想をお寄せくだ

さい。 

・次回、神奈川学習センター「なつ」

だよりの特集テーマは、「面接授業

を受けるときに工夫していること」

です。資料整理の方法、ノートのと

り方など、学生の方々の経験談・原

稿を募集いたします。1200字程度に
まとめて6月上旬までに、センター
窓口までお寄せください。 

・センターだよりのバックナンバーが

インターネットに掲載されておりま

す。掲示板も設けております。 

          http://u-air.net/kanagawa/ 

放送大学同窓会 

神奈川放友会 

 新入学の皆さん入学おめでとう御座い

ます。在学生の皆さんも新学期を迎えて

気分新たに準備中と思います｡ 

 神奈川放友会は神奈川学習センター所

属の学生団体（会員 141 名）です。 会員

相互の交流の輪を拡げて親睦を図り､学

習を援助する為下記のサークル活動を

行っています。 

・行楽と研修を兼ねた旅行 

･･研修旅行（大学本部・図書館等）   

･･旅にいこう会（行楽地・名所旧跡等） 

・学習に関する情報交換 

・会員相互の研究発表 

 放送大学での学生生活をより一層充実

させ交流の輪を拡げたい方の入会をお待

ちしています。 

 

行事予定（4月～ 9月） 

 4 月 7 日新会員勧誘と歓迎会 

 4 月 21 日 13 年度総会･4 月例会 

 5 月 20 日 5 月例会･情報交換 

 6 月 17 日旅に行こう会 

 7 月 15 日試験直前の情報交換 

 8 月 26 日フェスタ・ヨコハマ 

 9 月 15 ～ 16 日 一泊研修旅行 

 照会/入会申込先 

〒 235-0023 横浜市磯子区森 1-15-1-810 

                           吉田 昭二 

               Tel/Fax  045-752-2783 

 

神奈川放友会活動報告  

    国府津丘陵、曽我梅林の旅 
                              堀口裕子 
 2月18日の南関東の天気は曇りでした。
出掛ける前は曇っていたので少しがっか

りしていたのですが、集合場所の国府津

駅へ向かう電車の中から外を眺めていた

ら、だんだん晴れてきたのでワクワクし

てきました。私は集合時間の30分前に着
いたので、一寸早すぎたかなと思ってい

たら、幹事の小林さんと参加されるメン

バーの人が、もう2，3人いらしていまし
た。皆さんが集まり自己紹介の後、13Km
の道程（国府津駅→菅原神社、安楽院、光

明寺→国府津丘陵→見晴台→公民館→宗

我神社→城前寺→曽我梅林）を歩く事に

なりました。 
 放友会では珍しく私と年齢が一つしか

違わない宮崎真弓さんと話が合い、色々

話しながら山道を登って行きました。途

中160度ぐらいの展望の開けた所で一休
憩ということに。富士山は大きく見える

し、双子山金時山その他さまざまな山が

一望できるところでした。山道の途中で

買った有機栽培の下曽我みかんや、飴や

チョコレートがメンバーの間で行ったり

 2月25日（日）のデンマーク映画『バベッ
トの晩餐会』の鑑賞会は坂井先生の解説で

一つの物語が色々の見方ができて、楽しい

鑑賞会になりました。多数の方々に参加し

て戴き有難うございました。今後の行事に

も多数参加して下さい。 
【春の東京お台場を訪ねる会】 
1．日時:平成13年4月22日（日） 
2．集合場所と時間: 
・  ＪＲ横浜駅７、８番線ホーム東

京寄り（10：00） 
・  直接フジテレビ、インフォメー

ション（11：10） 
3．コース:フジテレビ→ワイルド・フラ
ワー→昼食→船の科学館（宗谷、羊蹄

丸見学） 
4．申し込み（4月10日迄）: 
出口仁美 (TEL/FAX 0467-24-0160) 
佐々木順子 (TEL 045-472-6482) 
【第12回定時総会】 
１．日時:平成13年5月13日（日)13：00～ 
２．場所:神奈川学習センター講義室 
【講演会】 
１． 日時:平成13年5月13日（日）14：30

来たりしました。 
 しばらく登りだったり平坦だったりし

た道を通り過ぎると急な坂道が現れまし

た。年齢の若い私でもこれはちょっと大変

なのではないかと思うくらいでした。放友

会会長は70才を超えられているのだが、
大丈夫なのだろうか？などと・・・。けれ

ど、なんなく乗り越えられ、さすが会長と

いう感じでした。坂道を登りきり展望見晴

台へ到着。休憩を入れて記念撮影を済ま

せ、又出発。 
 しばらく歩いて昼食予定の公民館でお

弁当を食べ、道端のお宅の黄梅が咲いてい

るのを見ながら、又歩き出しました。城前

寺へ向かう途中に店があり、名物の梅干し

などを売っていて品物を見ていると、店の

人がお酒を振る舞ってくれました。(『曽我
の誉』というにごり酒でした。)お酒はあま
り飲まないけれど美味しいと感じました。 
 城前寺山内を一周した後、曽我梅林へ到

着。曽我梅林に着いてメンバーの人のビ

ニールシートに腰を下ろさせてもらいま

した。心地よい疲労感を感じて13Kmの道
程はあっという間でした。楽しい時間は早

く過ぎると感じるのでしょうか。参加者

16名全員が感想を述べ合い、記念写真の
後、予定通り15時に解散しました。 
 天気は晴天だし、富士山は素晴らしい

し、梅は綺麗だし、皆さんとお話しできた

し、ミカンも梅干しも美味しいしで、放友

会に入って良かったと思う一日でした。 

ぼくの誕生日と他者 
佐々木健充 

 

ぼくはあと 7、8分で 

生まれて 36 年がたつ。 

 

子供の頃 

将来「自分が何になるか?」などと 

作文で書かされたが、 

実際のところわからなかった。 

 

ただ今まで生きてきて 

自分の良いところを伸ばして、 

できれば他者のためになる仕事を 

したいなと思っている。 

～（総会終了後） 
２． 場所:神奈川学習センター講義室 
３． 演題『ゲーデルの業績について』

（仮題） 
４． 講師:隈部正博助教授 
 講演会の後、懇談会を計画していま

す。奮って参加して下さい。 
《問合せ先》 

出口仁美（TEL/FAX：0467-24-0160） 
佐々木順子（TEL：045-472-6482） 
               （伊東記） 
 

投稿 


